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の
『
夏
山
蒼
翠
』『
寒
山
一
路
』『
霜

崖
飛
瀑
』を
初
出
品
し
、
入
選
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
そ
の
作
品
は
宮
内

省
の
お
買
い
上
げ
と
な
り
ま
し
た
。

作
品
は
現
在
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵

館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

華
谷
の
帝
展
入
選
を
受
け
て
、
郷
土

で
は
華
谷
画
会
が
組
織
さ
れ
、展
示
会

や
頒
布
会
を
催
し
、
那
珂
市
域
の
芸
術

文
化
の
興
隆
の
一
翼
を
担
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
帝
展
や
茨
城
美
術
展

無
鑑
査
出
品
と
創
作
活
動
に
励
み
、

晩
年
に
は
茨
城
県
に
『
富
嶽
図
』
を

寄
贈
し
、
現
在
は
茨
城
県
立
近
代
美

術
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
21
年
（
１
９
４
６
）、
東
京

に
て
79
歳
で
没
し
ま
し
た
。

今
年
は
明
治
元
年
か
ら
数
え
、
１
５
０
年
に
あ
た
る
年
で
す
。
西
洋
の

文
化
・
文
明
が
日
本
に
流
入
し
、
新
し
い
制
度
や
生
活
様
式
が
取
り
入
れ

ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
那
珂
市
域
で
も
近
代
化
が
進
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
変

化
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の
１
つ
に
鉄
道
の
敷
設
に
よ
る
文
化
の
交

流
、
発
展
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
激
動
の
「
明
治
時
代
」
に
生
き
た
画
家
・
音
楽
家
と
い
っ
た

文
化
人
に
焦
点
を
当
て
、
鉄
道
の
開
通
に
よ
り
文
化
の
中
枢
で
あ
る
東
京

で
研
鑽さ

ん

を
積
み
、
郷
土
の
文
化
興
隆
に
貢
献
し
た
５
人
を
作
品
と
と
も
に

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

�
佐
川
華か
こ
く谷
・
日
本
画
家

　

慶
応
３
年（
１
８
６
７
）に
本
米
崎

村（
現
那
珂
市
）に
生
ま
れ
ま
し
た
。

本
名
は
寿と
し
か
つ勝
と
い
い
、
幼
い
こ
ろ
か

ら
絵
に
関
心
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　

青
年
期
に
旧
水
戸
藩
士
の
松
平
雪

江
に
師
事
し
た
後
、
辰
ノ
口
（
現
常

陸
大
宮
市
）
の
日
本
画
家
・
野
沢
白

華
の
門
人
と
な
り
ま
し
た
。
絵
の

勉
強
を
し
な
が
ら
、
一
時
茨
城
県

警
に
奉
職
し
ま
す
が
、
明
治
37
年

（
１
９
０
４
）、
師
で
あ
る
野
沢
白
華

の
死
去
を
き
っ
か
け
に
県
警
を
依
願

退
職
し
、
上
京
し
ま
し
た
。
南
画
の

大
家
小
室
翠
雲
に
師
事
し
、
さ
ら
な

る
研
鑽さ
ん

を
積
み
ま
し
た
。

　

大
正
９
年（
１
９
２
０
）、第
２
回

帝
国
美
術
展
覧
会（
帝
展
）に
三
幅
対

�
武
藤
光こ
う
ほ
う蓬
・
日
本
画
家

明
治
１
５
０
年

　

 
那
珂
市
域
の
文
化
人

佐川華谷　
『絹本墨書山水図』

　

明
治
32
年
（
１
８
９
９
）
に
神
崎

村
（
現
那
珂
市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

本
名
を
質し
ち
ぞ
う三
と
い
い
、
幼
い
こ
ろ
よ

り
絵
の
才
覚
が
あ
り
、
太
田
中
学
校

在
学
中
は
独
学
で
学
び
ま
し
た
。

　

同
郷
の
佐
川
華
谷
へ
の
あ
こ
が
れ

も
あ
り
、
日
本
画
に
対
す
る
思
い
は

強
く
、
卒
業
を
待
た
ず
に
上
京
し
、

同
じ
茨
城
県
出
身
の
日
本
画
家
・
永

田
春
水
の
内
弟
子
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
正
８
年
（
１
９
１
９
）、
20
歳

で
兵
役
に
よ
り
近
衛
歩
兵
隊
へ
入
隊

し
、
除
隊
後
は
、
同
郷
の
先
輩
画
人

で
あ
る
佐
川
華
谷
の
勧
め
で
日
本
画

の
伝
統
を
重
ん
じ
る
荒
木
十じ
っ

畝ぽ

に
師

事
し
ま
し
た
。

　

大
正
12
年
（
１
９
２
３
）、
第
１

回
茨
城
美
術
展
に
『
皐
月
雨
』
を
出

展
し
、
初
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
、本
名
の
質
三
の
名
で
描

い
た
襖
ふ
す
ま

絵『
雲
龍
図
』が
現
在
も
鱗
勝

院
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
力
強

く
、
迫
力
の
あ
る
作
品
か
ら
は
、
花

鳥
画
を
得
意
と
し
た
光
蓬
の
違
っ
た

魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
後
も
茨
城
美
術
展
な
ど
に
積

極
的
に
作
品
を
出
品
す
る
ほ
か
、
佐

川
華
谷
や
、
荒
井
緑
荷
ら
と
交
流
し

研
鑽
を
積
み
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
た
昭
和
16

年
（
１
９
４
１
）、
東
京
に
て
43
歳

の
若
さ
で
没
し
ま
し
た
。

▲武藤光蓬　『鱗勝院襖絵　雲龍図』

�
寺
門
幸こ
う
ぞ
う蔵
・
洋
画
家

　

明
治
28
年
（
１
８
９
５
）
に
静
村

（
現
那
珂
市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
瓜

連
高
等
小
学
校
卒
業
後
に
静
神
社
神

官
に
漢
籍
を
習
い
、
そ
の
こ
ろ
は
墨

絵
を
得
意
と
し
て
い
た
と
い
い
ま
す
。

し
か
し
、
後
に
上
京
す
る
と
日
本
画

で
は
な
く
、
洋
画
専
攻
者
研
究
機
関

で
あ
る
橘
橋
洋
画
研
究
所
に
入
り
、

黒
田
清
輝
よ
り
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

大
正
９
年（
１
９
２
０
）、
召
集
に

よ
り
シ
ベ
リ
ア
へ
出
兵
し
ま
す
が
、

絵
の
才
能
を
買
わ
れ
、
陸
軍
省
嘱
託

と
し
て
地
図
の
作
成
に
従
事
し
ま
し

た
。
除
隊
後
は
東
京
で
白
面
社
洋
画

壇
を
組
織
し
て
、
三
越
洋
画
展
覧
会

や
光
風
会
、
巽
画
会
な
ど
へ
出
展
す

る
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）、

関
東
大
震
災
に
遭
い
帰
水
し
ま
す
。
そ

こ
で
、
幸
蔵
同
様
震
災
に
よ
り
水
戸
に

戻
っ
て
い
た
洋
画
家
・
菊
池
五
郎
、
林

正
三
と
と
も
に
新
美
術
団
体「
白
牙
会
」

を
そ
の
翌
年
に
組
織
し
ま
し
た
。
在
京

経
験
の
あ
る
彼
ら
が
感
じ
た
地
方
の
芸

術
文
化
、
特
に
洋
画
界
の
遅
れ
を
会
の
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結
成
を
も
っ
て
興
隆
さ
せ
よ
う
と
の
狙

い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

第
１
回
白
牙
会
展
は
、
幸
蔵
ら
の

尽
力
に
よ
り
中
村
彝つ
ね

ら
在
京
し
て
い

る
有
名
作
家
の
作
品
も
展
示
す
る
な

ど
成
功
を
お
さ
め
、
幸
蔵
自
身
も
７

点
の
作
品
を
出
品
し
ま
し
た
。

　

白
牙
会
の
活
動
の
み
な
ら
ず
、
昭

和
２
年
（
１
９
２
７
）
に
は
、
第
８

回
帝
国
博
覧
会
に
『
卓
上
静
物
』
を

出
展
し
、初
入
選
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
連
続
出
品
、
入
選
を
果
た

し
、静
物
画
に
佳
作
を
残
し
ま
し
た
。

昭
和
13
年
（
１
９
３
８
）
ご
ろ
に
は

南
洋
群
島
に
遊
学
し
、
南
洋
を
画
題

に
し
た
作
品
も
残
し
、
第
１
回
茨
城

洋
画
展
覧
会
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

　

や
が
て
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
る
と
、

画
材
も
配
給
制
に
な
り
、
白
牙
会
の

活
動
は
休
止
に
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
）
春
、
幸

蔵
は
思
う
よ
う
に
絵
を
描
け
ぬ
失
意

の
中
、
終
戦
を
待
た
ず
に
51
歳
で
没

し
ま
し
た
。

▲寺門幸蔵　『風景画（油彩）』

�
細
谷
一
郎
・
作
曲
家

　

明
治
37
年（
１
９
０
４
）に
芳
野
村

（
現
那
珂
市
）に
生
ま
れ
ま
し
た
。
両

親
は
教
師
で
し
た
が
、
一
郎
が
幼
い

と
き
に
他
界
し
親
戚
に
育
て
ら
れ
ま

し
た
。
幼
い
こ
ろ
、
ハ
ー
モ
ニ
カ
が

好
き
で
溜た
め

池
の
ほ
と
り
で
練
習
す
る

姿
が
よ
く
見
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

大
正
９
年（
１
９
２
０
）、
単
身
上

京
し
東
京
音
楽
学
校
に
入
学
し
ま
す

が
、
志
す
作
曲
科
が
な
く
、
山
田
耕こ
う

筰さ
く

の
門
下
生
に
な
り
ま
し
た
。
当
時

の
こ
と
を
耕
筰
の
娘
・
日ひ

さ沙
は
「
家

族
の
一
員
の
よ
う
に
、
父
に
対
し
て

深
い
尊
敬
と
愛
情
を
持
っ
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。」
と
細
谷
一
郎
歌
曲
全

集
に
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

大
正
14
年（
１
９
２
５
）、日
本
交

響
楽
団
に
入
団
し
打
楽
器
を
担
当
。

昭
和
３
年
（
１
９
２
８
）
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ

専
属
作
曲
家
と
し
て
入
局
し
、
主
に

ラ
ジ
オ
番
組
『
子
供
の
時
間
』
の
音

楽
を
担
当
し
ま
し
た
。そ
の
後
も『
た

か
い
た
か
い
』
や
『
み
つ
ば
ち
ぶ
ん

ぶ
ん
』
と
い
っ
た
子
ど
も
向
け
の
童

謡
の
み
な
ら
ず
、
歌
曲
や
交
響
曲
も

作
曲
す
る
な
ど
、
精
力
的
に
作
曲
活

動
に
励
み
ま
し
た
。

　

そ
れ
ら
の
活
動
の
中
で
、
作
詞
家

で
あ
る
与
田
準
一
と
出
会
い
、
新
た

な
活
躍
の
場
を
見
出
し
ま
す
。
与
田

は
北
原
白
秋
の
元
で
作
詞
を
勉
強
し

た
人
物
で
、
与
田
の
母
校
の
校
歌
を

２
人
で
手
掛
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け

と
な
り
、
多
く
の
校
歌
を
作
曲
し
ま

し
た
。
那
珂
市
域
で
も
、
母
校
で
あ

る
芳
野
小
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
多

く
の
小
・
中
学
校
の
校
歌
を
作
曲
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
３
年
（
１
９
９
１
）
に
茎
崎

町
（
現
つ
く
ば
市
）
で
87
歳
の
生
涯

を
と
じ
ま
し
た
が
、そ
の
死
を
偲し
の

び
、

か
つ
て
細
谷
一
郎
か
ら
コ
ー
ラ
ス
な

ど
の
指
導
を
受
け
た
教
え
子
ら
有
志

に
よ
り
『
細
谷
一
郎
全
集
』
が
出
版

さ
れ
、
今
な
お
彼
の
作
品
は
人
々
に

愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

細谷一郎（左）と
　 山田耕筰

�
鈴
木
章し
ょ
う
こ
う
弘
・
民
謡
作
家

　

明
治
34
年
（
１
９
０
１
）
に
芳
野

村
（
現
那
珂
市
）
に
生
ま
れ
ま
し
た
。

芳
野
尋
常
小
学
校
を
卒
業
し
た
の
ち

太
田
中
学
校
を
卒
業
し
ま
し
た
。

　

銀
行
、
電
力
会
社
の
勤
務
を
経

て
、
大
正
13
年（
１
９
２
４
）、読
売

新
聞
社
に
勤
務
。
翌
年
に
は
、
当
時

住
し
て
い
た
千
葉
県
市
川
市
の
タ
ウ

ン
紙
『
市
川
友
の
会
』
を
発
行
し
ま

す
。そ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

章
弘
の
詩
作
の
才
能
が
開
花
し
て
い

き
ま
す
。

　

昭
和
５
年
（
１
９
３
０
）
に
文
芸

誌
『
枇
杷
の
実
』
を
刊
行
。
昭
和
７

年
（
１
９
３
２
）
に
東
京
都
小
岩
に

転
居
。
昭
和
９
年
（
１
９
３
４
）
に

は
『
詩
と
歌
謡
』
を
出
版
し
、
全
国

の
書
店
店
頭
に
並
ぶ
な
ど
好
評
を
得

ま
し
た
。
特
に
こ
の
冊
子
の
発
行
に

関
し
て
は
、
詩
作
の
み
な
ら
ず
編
集

の
才
能
も
発
揮
し
、
約
10
年
に
わ
た

り
そ
の
活
動
を
続
け
ま
し
た
。　
　

　

そ
の
活
躍
の
基
に
は
、
野
口
雨
情

の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
。『
枇
杷
の

実
』
刊
行
の
こ
ろ
、
茨
城
県
ゆ
か
り

の
詩
人
ら
を
集
め
た
懇
親
会
が
き
っ

か
け
と
な
り
、
詩
作
を
野
口
雨
情
に

師
事
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭

和
８
年（
１
９
３
３
）に
民
謡
集『
茶

の
花
』
を
発
行
し
た
際
に
は
、
題
字

お
よ
び
序
詩
を
野
口
雨
情
が
記
し
て

お
り
、
章
弘
は
、
気
取
ら
ず
謙
虚
な

雨
情
の
人
柄
に
深
く
感
銘
を
受
け
た

と
い
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
表
紙
と

本
文
中
の
挿
絵
は
先
に
紹
介
し
た
日

本
画
家
・
武
藤
光
蓬
が
描
い
て
お
り
、

こ
の
３
人
の
交
流
も
大
変
興
味
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

戦
後
、
郷
里
の
芳
野
村
に
戻
っ
た

章
弘
は
、
農
作
業
の
傍
ら
詩
作
を
行

い
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年（
１
９
５
５
）、
町
村
合

併
に
よ
り
那
珂
町
が
誕
生
す
る
と
、

初
代
収
入
役
に
就
任
し
、
地
域
発
展

に
も
尽
力
し
ま
し
た
。

　

平
成
４
年（
１
９
９
２
）、
そ
の
生

涯
を
終
え
ま
す
。
郷
愁
に
満
ち
た
章

弘
の
残
し
た
作
品
集
は
、
郷
土
資
料

と
し
て
市
立
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て

い
ま
す
。

※�

12
月
１
日
（
土
）
ま
で
歴
史
民
俗

資
料
館
で
展
示
中
で
す

▲鈴木章弘　『茶の花』
　題字　野口雨情
　挿絵　武藤光蓬

お
知
ら
せ

　

明
治
１
５
０
年
記
念
展
示「
那
珂
市
域
の
文
化
人
」を
12
月
１
日（
土
）

ま
で
歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館（
那
珂
総
合
公
園
内
）

☎
２
９
７
・
０
０
８
０

問

い

合
わ
せ
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